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1 .地理的環境

第 1章館林市の環境

館林市は、群馬県の南東部、関東地方のほぼ中央

部に位置する人口約 8万人の都市である。市域は東

西約15.5km、南北約8.0kmと東西に長く、総面積は約

60km2である。北は渡良瀬川を隔てて栃木県に、東は

邑楽郡板倉町に、南は谷田川を隔てて邑楽郡明和町

に接する。明和町の南には利根川が東流し、群馬県

埼玉県の県境となっている。県庁所在地の前橋市

までは約50km、東京(台東区浅草)へは約65kmの距

離にあり、首都圏との結びつきも強い。

群馬県東南部は、「巴楽・館林J地域と呼ばれ、群

馬県の中では低地に位置している。館林市の標高は、

15m台(大島町東部)から33m台(高根町)であり、

第 l図館林市の位置 おおむね平坦で、あるといえる。本市の地形を概観す

ると、「低台地Jと「低地帯」に分けることができる。市域中央部に「低台地」が東西に延びるように所在

し、その周辺に「低地帯」が広がる。

この「低台地jは、「巴楽 ・館林台地Jと呼ばれる洪積台地であり、太田市高林から本市中央部を東西に

延び¥隣接する板倉町まで続いている。また、大泉町古海から本市高根に至る台地の北側に沿って、日本

最古の砂丘の一つである埋没河畔砂丘が走っており、本市最高標高点はこの上にある。

「低地帯Jは、おもに利根川や渡良瀬川によって形成された沖積低地である。台地北側の低地帯には、旧

河道、微高地や自然堤防が目立ち、一方、台地南側の低地帯では、茂林寺沼など大小の沼や湿地帯が形成

されている。こうした台地や低地などからなる本市の地形は、北西から南東へ向かつて緩く傾斜する傾向

が見られ、台地面と低地面の比高差も北部で大きく南部では小さくなっている。「邑楽 ・館林台地」と呼ば

れる洪積台地は、沖積低地から延びる多くの谷地により樹枝状に開析されている。そのなかでも市内最大

の谷は、本市中央部を東流する鶴生田川及び城沼にかけての谷で、台地を南北に二分している口こうした

洪積台地を開析する谷には、他にも茂林寺沼、蛇沼、近藤沼などの池沼を伴うものが多く、本市景観の特

徴のひとつになっている。

2. 歴史的環境
館林市内に所在する遺跡は、 145箇所である。昭和63年刊行の 『館林市の遺跡J(市内遺跡詳細分布調査

報告書)には、そのうちの144箇所について詳細が報告されている。

分布調査による採集遺物から大別した、各時代の遺跡数は次のとおりである。

旧石器時代の遺跡3遺跡、縄文時代の遺跡13遺跡(縄文土器のみ採取できた遺跡)、弥生時代の遺跡は O

(弥生時代の遺物を採取できた遺跡 2遺跡)、古墳時代~平安時代の遺跡(土師器の出土した遺跡)96遺跡

(うち縄文時代の遺物も採取できる遺跡は23遺跡)、古墳は17遺跡(古墳総数25基)、中世生産祉 l遺跡、

中世城館牡12遺跡、近世城館祉 2遺跡である(ただし、複合した時代の遺物散布地が見られるため、その

中心になると考えられる時代でまとめたものである)。

これらの遺跡の分布は、地形的な特徴と大きく関わっていることが観察される。館林市内に所在する遺

跡の時代的変遷と地形的な関わりを概略してみると、次のようになる。

〈旧石器時代〉

この時代の遺跡は、市内の標高の高い地域に集中する傾向を見せる。邑楽 ・館林台地の北西に沿って、

鞍掛山脈と地元で呼ばれる内陸河畔砂丘(自然堤防)上に、その多くが確認されている。

〈縄文時代〉

この時代になると、遺跡数が増えるとともに洪積台地上に営まれるようになる。前期や中期の遺跡は、

池沼や谷地を望む舌状台地上の平坦面に確認されることが多い。後期以降は遺跡数は減少し、その所在は、

台地の斜面から微高地に移る傾向がある。後 ・晩期の包含層等は低地(沖積地)に及ぶ。

〈弥生時代〉

弥生時代の遺跡として確認されたものはないが、微高地や台地の斜面等で、遺物などがわずかに確認さ

れている。

〈古墳時代〉

前期の遺跡は少ない。遺跡は、洪積台地の斜面からテラス状の微高地に所在することが多く、この傾向

は、弥生時代の遺物散布に似ている。中期には、遺跡の数が増えるとともに、その所在は、台地の斜面か

ら台地上の平坦面へと移行する。後期には、遺跡数は増大し、台地上の平坦部に所在する場合が多い。墳
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墓としての古墳は、25基が残存している。古墳群が 2箇所あり、一つは日向地区を中心とする邑楽 ・館林

台地上、もう一つは高根地区を中心とする内陸河畔砂丘上にある。その他単独のものも多いが、そのいず

れもが谷や谷地等を見おろす洪積台地上に所在している。

〈奈良・平安時代〉

この時代の遺跡は急増する。台地の内部や全面で遺物の採取ができることから、この時代以降は台地上

に普遍的に集落等が営まれてきたことを示唆している。

〈中世・近世〉

この時代の城館祉については、伝説的な要素が多く実体ははっきりしないが、中世末には館林城が築か

れ、近世には館林城を中心として城下町が形成された。
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第 2図館林市の地形概念図
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第 3図平成22年度調査遺跡の位置
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第 2章確認調査の概要

1 .新宿二丁目遺跡(平22A地点、 B地点)

第4図新宿二丁目遺跡 (1: 5000) 

の台地上は、急激に宅地化されている。

At也点
所在地 館林市新宿二丁目171-3

調査原因 個人住宅建設工事

調査期間 平成22年 5 月 1 2 日 ~5 月 28 日

調査面積 38.35m2 

B地点

所在地 館林市新宿二丁目167-1

調査原因 個人住宅建設工事

調査期間 平成22年 7 月 7 日 ~7 月 11 日

調査面積 31. 5m2 

遺跡周辺の環境

新宿二丁目遺跡は、東武伊勢崎線館林

駅の南西約800mに位置する。地形的には

館林市の市街地の所在する台地の南部に

あたり 、北に鶴生田川の支谷を望む台地

の北部に所在している。現在、遺跡周辺

今回の調査地は、埋蔵文化財包蔵地の西端にあたる。新宿二丁目遺跡内において、本年度は 2箇所の確

認調査を実施し、それぞれA地点、B地点とした。以下にその概要を示す。

1 At也点
(1) 調査の概要

新宿二丁目遺跡(平22A地点)の確認調査は、工事予定区域の地形に合わせ東西方向に2本の トレンチ

を設定し、土木重機により表土を除去しつつ関東ローム層まで掘り下げた。その後は土層断面の観察を行

いつつ人力で掘り下げ、遺構 ・遺物の確認 ・検出を行った。現地表面からローム層までの深度は各トレン

チで約80cI11であった。

(2) 検出した遺構

トレンチ内を人力で精査した結果、 1、2トレンチで柱穴を多数確認した。柱穴の間隔は1.8m前後であ

る。柵列、もしくは掘立柱建物の柱穴と考えられる。柱穴はローム層上部の黒褐色層を掘り込んでいる。

湧水を伴う土坑もあり井戸の可能性も考えられる。

(3) 出土した遺物

lトレンチのピット内から、中世のカワラケやすり鉢が出土している。その他、近世の内耳土器や肥前

系の磁器片が出土している。

($=1叩} 土111 土壇2 土居3

0冊~ 汗--""-，芹--y，

い I 1 

じ→「寸

3 I 

(上 1 7.5YR4/6褐色
粘性しまり無し植物根多

2 7.5YR3/3暗褐色
粘性やや有りしまり有り ロームブロック 10%混入

3 10YR2/3黒褐色
1 200 5m 粘性やや有りしまり強い

4 7.5YR5/6明褐色
粘性やや有り しまり有り (ローム)

第5図 新宿二丁目遺跡(平22A地点) トレンチ配置図 (1: 200)・土層図 (1: 20) 
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(4) まとめ

現在調査地の南には、東西に道路が走っている。この道は近世でも街道として利用されていたことから、

確認した遺構は街道と関連した何らかの建造物の痕跡であると考えられる。さらに遺構から中世の遺物が

出土したことから近世以前からこの道が街道として機能していたことが推測される。

げ

μο
I~lr~将来( ^ 
4:講義弘前r/γ

すり鉢、 16c

内耳土器、近世

カワラケ 16c 
1 3 10cm 

第 6図 新宿二丁目遺跡(平22A地点)出土遺物実測図 (1: 3) 

2 B地点

(1) 調査の概要

新宿二丁目遺跡(平22B地点)の確認調査は、工事予定区域の地形に合わせ東西方向に 3本のトレンチ

を設定し、土木重機により表土を除去しつつ関東ローム層まで掘り下げた。その後は土層断面の観察を行

いつつ人力で掘り下げ、遺構・遺物の確認、・検出を行った。現地表面からローム層までの深度は各トレン

チで約40cmで、あった。

(2) 検出した遺構

lトレンチで井戸を 1基確認した。

(3) 出土した遺物

遺構に伴わないが、近世の瀬戸・美濃系の陶器片や肥前系の陶器片が出土した。

(4) まとめ

井戸や近世の遺物が出土したことから周辺に近世の遺構が存在する可能性がある。 A地点、の遺構との関

係は不明である。

jMl 
H山日

(レ

一一一一2T 3 10YR2/3暗褐色
粘性しまりやゃあり

2 7.5YR4/4褐色 4 10YR3/3黒褐色
粘性しまりあり黒土20%混入 粘性しまりやゃあり

ロームフロック 10%混入

1T ¥〆土居 2
可

5 7.5YR4/4褐色
土居3 粘性しまりあり

v 黒土20%混入 (ローム)

土居 1
v 

「

1 : 200 5m 碗、 sE前、近世

井戸
1 : 3 10cm 

第7図新宿二丁目遺跡(平22B地点)

トレンチ配置図 (1 : 200)・土層図 (1 : 20) 

第 8図新宿二丁目遺跡

(平22B地点)

出土遺物実測図

(1 : 3) 
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2 .妙円寺 2遺跡(平22地点)

第 9図

遺跡である。

本遺跡の調査は、今回が初めてである。

(1) 調査の概要

所在地

館林市北成島町字妙円寺1798-4

調査原因 宅地造成

調査期間

平成22年 8 月 2 日 ~8 月 13 日

調査面積 93m2 

遺跡周辺の環境

妙円寺 2遺跡は、東武鉄道小泉線成島

駅の東約 1kmに位置する。地形的には、

鶴生田川の支谷が枝状に入り込んだ舌状

台地の南斜面に帯状に広がっている。妙

円寺の地名から寺院跡の存在が示唆され

る場所である。さらに付近には、中世の

遺物多くが出土した天神遺跡や、中世の

大規模な溝が確認された栄町遺跡がある

ことから中世の遺構の存在が示唆される

妙円寺 2遺跡(平22地点)の確認調査は、工事予定区域の地形に合わせ、東西方向に 7本のトレンチを

設定し、土木重機により表土排除を行った。表土以下の土は土層断面の観察を行いつつ人力で掘り下げ、

遺構・遺物の確認 ・検出を行った。現地表面からローム層までの深度は、一番浅い場所は調査区の西で約

20cm。一番深い場所は調査区南東で60cmで、あった。調査区はかつて西から南東に向かつて谷になっていた

ようである。

(2) 検出した遺構

溝を 9条、井戸を 1基、土坑及びピットを多数確認した。溝は、ローム層の上に被さる褐色土と黒色土

を掘り込んでF作られている。また、用途不明の落ち込みを多数確認したが、その多くは近年掘られたよう

である。溝は田畑を区画する溝と考えられる。

(3) 出土した遺物

遺構から近世の瀬戸 ・美濃系の陶器や肥前系の磁器の破片、「寛永通宝」が出土している。

(4) まとめ

調査地は耕地整理が行われ現在の区画になったということであった。今回確認した遺構は、耕地整理以

前の近世の田畑の区画溝と、耕地整理を行った際の掘り込みと考えられる。

¥「ゴノ .~ 。ノゆ天自、瀬戸・美;襲、近世
染付碗、肥前、近世

染付碗、目巴前、近世

、三王子〆 岨 (極2bJ
碗、瀬戸・美濃、近世

気圏平プ
染付袋もの、肥前

~~グ 鐸建
議 場予

碗、唐津、近世

銭 寛永通宝

染付碗、肥前、近世 1 : 3 10cm 

第10図妙円寺 2遺跡(平22地点)出土遺物実測図 (1: 3) 
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第11図
卜レンチ配置図 (1: 300)・土層図 (1: 20) 妙円寺 2遺跡(平22地点)

4 

1 10YR2/3暗縄色
粘性しまりややあり

2 7.5YR3/2織褐色
粘性しまりやゃあり鉄分含む

3 7.5YR2/2時褐色
粘性しまりやゃあり ロームブロック50%混入

4 7.5YR4/4褐色
粘性しまりあり黒色土20、混入(ローム)

3 

4 

I 3 
I 4 

20 
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3 .館林城跡・城下町(平22地点)

第12図館林城跡・城下町 (1: 5000) 

所在地

館林市栄町378-1、379-1、2650-2の一部

2661-3 

調査原因 工場附属建物

調査期間 平成22年 9 月 9 日 ~10月 1 日

調査面積 194m2 

遺跡周辺の環境

館林城跡・ 城下町は、館林市街地の所

在する北部の台地全面に広がっている。

城郭中心部は、邑楽 ・館林台地から城沼

に突出する舌状台地の突端にあり、城下

町はその西の台地上にある。北の旧矢場

川により形成された低地と、南の鶴生田

川に挟まれている。館林城は中世から近

世にかけての城郭で、戦国時代に赤井氏

によって築かれ、榊原康政の入城により

近世の城郭の形が整えられた。その後、幕末まで 7家の大名による藩政の中心となった。現在、本丸や三

の丸に土塁などの遺構の一部が残っている。過去に本丸や三の丸の調査などが数回行われている(昭和57

年度、平成元 ・2・5・6・7• 11・12・13・20年度)。今回の調査地は、城下町の南西の出入口 「小泉口J
の南にあたる。近代には、製粉会社の工場用地となり現在は、 日清ブーズ(槻館林工場(~株)日清製粉グルー

プ本社の子会社)となっている。工場内には、城下町の堀跡が一部残されている他、土塁の痕跡も残され

ている。

(1) 調査の概要

館林城跡 ・城下町

(平22地点、)の確認調

査は、工事予定区域

の地形に合わせ、南

北方向に 3本のトレ

ンチを設定し、土木

重機により表土排除

を行った。表土以下

の土は土層断面の観

察を行いつつ人力で

掘り下げ、遺構 ・遺

物の確認 ・検 出 を

行った。激しい湧水

があり、ポンプを{吏

用し水をくみ出しな

がらの調査となっ

た。

(2) 検出した遺構

① 城下町の堀跡

o 100 

城 下町

500m 

第13図 館林城跡・城下町概略図(江戸後期)

f館林市史特別編第 2巻jより転載

.穏・;E
Eヨ湿地

1トレンチ南端、及び 3トレンチで、城下町の堀跡を確認した。工場内に残された堀跡の延長線上

にあり東西に延びると考えられる。発掘範囲が狭小のため、堀の幅は不明で、ある。堀跡の覆土から近

代の遺物が出土していることから近代に工場用地を造成する際に埋められたと考えられる。

② 城下町の土塁跡

1トレンチ及び 3トレンチで、城下町の土塁跡の痕跡を確認した。工場内には現在製粉記念館が建っ

ている高台がある。これが東西に延びる土塁の痕跡と考えられる。今回、その延長線上にあるトレン

チでも土塁の痕跡を確認した。 1トレンチ北端では、削平されているため状態は悪くわずかだが、 粘

性のある土をほぼ水平に何層にも突き固め版築状に積まれた土層を確認した。また、 3トレンチの一

部でもローム層の上に異なる土を重ねた痕跡があった。これら城郭の土塁を修築する際に用いられる

版築工法の痕跡を確認したことから削平された土塁一部と判断した。 土塁の幅や高さは、そのほとん

ー 10-



どが削平されているため明らかではない。

③ 近代の建造物の基礎

2 トレンチでは、近代の建造物の基礎を確認したD トレンチの東壁では、直径20~30cmほどの玉石

が規則的に積んであり、それを固定するために玉石の聞には砂や砂利が敷き詰められている。トレン

チ西壁では、 6基の柱穴を確認した。またトレンチの床面の一部にも玉石が敷き詰められていた。現

地には、 1902(明治35)年建築され1908(明治41)年に現地に移築された「小袋倉庫」と呼ばれた建

造物があった。玉石は、その建造物の基礎に使用された割栗石と考えられる。

④ 土坑 l 

lトレンチの中央部で確認した。長軸

約 2m、短軸約 1mの長方形である。長

軸方向は北東に振れていた。遺物は出土

していないため時期や性格は不明であ

る。

(3) 出土した遺物

遺物について、ほとんどが堀跡に流れ込ん

だ土中から出土している。中世の瀬戸・美濃

系の陶器や近世の肥前系の磁器、さらに近代

の陶磁器片も出土している。特に、高級陶器

である志野や織部が注目される。

(4) まとめ

工場内に残る堀跡と近世の城絵図から、調

査区域には近世の館林城下町の外堀の存在が

予想されていたが、今回の調査でそれが裏付

けられた。調査区域の地形は、工場内に残る

堀跡より北側の旧城下町だった標高の高い部

分と、南側の水田部分であった低地に分けら

れる。地形は北から南に傾斜しており堀はこ

の自然地形を利用して修築したものと考えら

れる。遺物については高級陶磁器が出土して

おり、城郭らしい遺物の出土様相である。

その他、近代の建造物の基礎を確認した。

(上

cコ
ロ

1 : 3000 

第14図館林城跡・城下町(平22地点)

日清フーズ(柑館林工場内トレンチ配置図(1 

10伽明

3000) 

市内では近代の遺構の調査例は少ないため館林市域の近代化について考える上での貴重な成果である。

Tム 占、
目得

1 

016∞ 10. -推定される土塁 推定される堀 確認された堀跡

第15図 館林城跡・城下町(平22地点) トレンチ配置図 (1: 600) 
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11 

ト4

ト.，)

11晋 10YR3/3暗褐色粘性しまりやや有り砂固壊土

2fl:'J 7.5YR4/4褐色粘性しまり有りロームブロック 10%混入

3層 10YR4/6褐色粘性しまり有り白色粘土5%混入

4層 7.5YR4/4褐色粘性しまり有り

5fl:'J 7.5YR4/6褐色粘性しまり強い (ローム)

6fl:'J 10YR3/4附褐色粘性しまりやや有りロームブロック、黒色土各10%混入

7陪 10YR3/4踏褐色粘性しまり有り小石少量混入

8P:!l 10YR4/4褐色粘性しまり無し砂質土ロームブロック 10%;昆入硬い土

9照 10YR4/3にぶい黄褐色粘性しまり無し砂貧土ロームブロック20%混入

10層 10YR5/2灰賞褐色粘性しまり無し砂質土

111宿 10YR4/6褐色粘性しまり無し砂質土5%混入

12府 10YR4/6褐色粘性しまり有りロームブロック20%混入

A -
110悶

ヰ 3 ←ヂLベ3 18 了一二ナー -3-
「¥___ 11 

¥~ーー コプミヘ 22 n ぉ 28 23-28 

入一一一 ~G 二8 30 

181lo 

砕石{近刊)

24 

3
 

3
 

4
 

3
 

(水面}

o 11回 』

一一
13層 7.5YR4/6褐色粘性しまり有り (ローム)

14層 10YR5/6賛褐色粘性しまり強い (口 ム)

15層 10YR4/6縄色粘性しまり有り 14P:!lの土30%;1入

25庖 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有りロームブロック60%混入

26用 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有りロームブロック 10%混入

27fl:'J 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有りロームブロッヴ80%混入硬貨ロームブロック少量混入

16fl:'J 7.5YR4/4褐色粘性しまり有り 28暦 10YR3/4暗褐色粘性しまり有りロームブロック5%混入

29府 10YR3/4陪褐色粘性しまりやや有りロームブロック5%混入

30層 10YR3/4楕褐色粘性しまりやや有りロームブロック5%混入

311膏 10YR3/4時褐色粘性しまりやや有りロ ムブロック20%混入

32層 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有りロームブロック50%混入

33fl:'J 10YR4/6褐色粘性しまり有りロームブロック、こぶし大の硬貨の土混入

34陪 10YR4/6褐色粘性有りしまりやや有り

35府 10YR4/6褐色粘性しまりやや有りロームブロック 10%混入

力ク乱 Iコンクリート片こぶし大2個小玉石多数

カク舌IIIロームブロック混入瓦片小玉石多数

17照 10YR3/3暗褐色粘性しまりやや有り織色土30%、ロ ムブロック 10%混入

18fl:'J 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り

19層 10YR3/3暗褐色粘性しまりやや有り

20層 10YR1. 7/1黒黒色の砕石の層

21層 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り

22層 10YR3/4附褐色粘性しまりやや有りロームブロッヲ80%混入居下部に小さい炭化物少量混入

23層 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有りロームブロック30%混入

24庖 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有りロームブロック50%混入

第16図 館林城跡・城下町(平22地点) 1卜レンチ土層断面図 (1: 100) 



玉石と土とズリ 玉石と土と砂利
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1廓 玉石摺 玉石が三層に密に積まれる
裏込が砂の中に小石を含む

2用 玉石府 玉石がまばらに点在
裏込が土 (日音褐色土)に小砂利混じり

3層 玉石層 玉石がまばらに点在

裏込が土 (明徳色土)に小砂利混じり
→ロームブロックを多 〈含む

4層 玉石層 玉石が密

裏込が砂と小砂利混じ り

5層 宝石層 玉石が密で二府に積まれる

裏込が小石と小砂利が密になる

6層 明何色粘性しまり有り (ローム)

コンウ リ ト
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011∞ 2m 

11冒 明褐色土ローム状の土 小砂利を少量含む

2層 明褐色土粘性無ししまり有り ローム層

3層鳳縄色粘性無ししまり有り ローム微粒子少量 カーボン粒子多量に含む

4層 暗縄色粘性無ししまり有り ローム微粒子少量 ロームブロック少量 カーボン粒子少量含む

5層 階褐色粘性無ししまり有り ローム微粒子少量 カーボン粒子多量に含む

6層 明褐色粘性しまり有りローム粒子ロームブロ ック多貨に含む

7照 明褐色粘性しまり有り ロームの崩れロームブロッヲ多量に含む

8照 明褐色粘性しまり有り (ローム)

9P1l 玉石層 玉石が密に積まれる 裏込が土と小石、小砂利混じり

第17図 館林城跡・城下町 (平22地点)2トレンチ平面図・土層断面図 (1: 100) 
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陶器片

011∞ h 

11冒 7.5YR3/2黒掲色粘性しまりやや有り ロ ムブロッウ40%、黒土20%;昆入

2暦 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有り ロームブロッウ20%、黒土10%、砂10%混入

3屠 10YR5/6黄褐色粘性しまり無し砂 (ローム)

4P1l 10YR5/8 '1貴褐色粘性しまりやや無し 黒土5%混入

5層 7 . 5YR4/4 褐色粘性しまり無しロームブロ ック 5~も;!Ë入

6層 10YR4/3にぶい賞褐色粘性しまり無し 砂地

7府 10YR3/3暗褐色粘性しまり無し 黒土20%混入

8用 10YR3/4暗褐色粘性しまりやや有り

9P1l 7.5YR4/3褐色粘性しまりやや有り

10居 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロームブロッウ50%

11層 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロ ムフロッヲ20%混入

12層 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロームブロッウ30%混入

13層 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロームブロッヴ 10%混入

14層 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロームブロック60%混入

15庖 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロームブロッウ50%、黒土5%混入

16陪 10YR4/6褐色粘性しまりやや有り ロームブロック60%、力 ク乱混入

17廊 10YR3/4~音褐色 粘性 し まり有り ロームブロ ッウ 10%、黒土5%混入

第四図 館林城跡・城下町 (平22地点)3卜レンチ土層断面図 (1: 100) 
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染付碗、肥前
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第四図 館林城跡・城下町(平22地点)出土遺物実測図 (1: 3) 

4.八方遺跡(平22地点)

第20図八方遺跡 (1: 5000) 

(1) 調査の概要

所在地

館林市足次町字八方2865-1

調査原因 宅地造成

調査期間

平成22年12月 8 日 ~12月 13 日

調査面積 93m2 

遺跡周辺の環境

八方遺跡は、東武鉄道佐野線渡瀬駅

の西約O.5kmに位置する。地形的には、

邑楽 ・館林台地の北辺にあたり、渡瀬

川の氾濫原に突出する馬の背状の舌状

台地上に立地する。すぐ北側には、旧

矢場川の可道跡が残っている。過去に

数十回調査が行われており(昭和57年

~61年度、平成 5 ・ 7 ・ 8 ・ 11 ・ 13 ・

17・18年度)古墳時代の住居跡や中世

の遺構が数多く検出している。

八方遺跡(平22地点)の確認調査は、工事予定区域の地形に合わせ南北方向に 2本のトレンチを設定し、

土木重機により表土を除去しつつ関東ローム層まで掘り下げた。その後は土層断面の観察を行いつつ人力

で掘り下げ、遺構 ・ 遺物の確認、 ・ 検出を行った。現地表面からロ ーム層までの深度は20cm~100cmであっ

た。

(2) 検出した遺構

調査区は、以前資材置き場として利用されていたため地下の状況は非常に悪い。ローム層は大きく削平

されていた。重機などで当時の地表面を整地した後に砕石を入れて土地の改良を行ったようである。

(3) 出土した遺物

土師器や陶器の小破片が出土したが、遺構に伴うものではない。

(4) まとめ

過去の開発により遺構の確認はできなかった。
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11 
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日
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015∞ l()n 
2砕石②

3砕石③

4 7.5YR4/4褐色粘性しまり強い

第21図 八方遺跡(平22地点) トレンチ配置図 (1: 500)・土層図 (1: 20) 

5 .当郷本郷遺跡(平22地点)

第22図 当郷本郷遺跡 (1: 5000) 

所在地

館林市当郷本郷231-1・3

調査原因 個人住宅

調査期間

平成22年12月 14 日 ~12月 20 日

調査面積 19m2 

遺跡周辺の環境

当郷本郷遺跡は、善長寺の東約0.4km

に位置する。地形的には、巴楽 ・館林

台地の東部の、城沼北岸の舌状台地上

にあり、遺跡の北側は渡良瀬川に連な

る低地となっている。

付近には、市内に現存する古墳で、

最も良い状態の前方後円墳である山王

山古墳がある。東側には、中世の溝を

確認した当郷遺跡がある。本遺跡の調

査は、過去に 2回行われている(平成 5・19年度)。目立つた遺構 ・遺物は確認していない。

(1) 調査の概要

当郷本郷遺跡(平22地点)の確認調査は、工事予定区域の地形に合わせ東西方向に 2本のトレンチを設

定し、土木重機により表土を除去しつつ関東ローム層まで掘り下げた。その後は土層断面の観察を行いつ

つ人力で掘り下げ、遺構 ・遺物の確認 ・検出を行った。現地表面からローム層までの深度は約70cmであっ

。
た

(2) 検出した遺構

トレンチ内を人力で精査した結果、溝 1条と土坑を多数確認した。溝は、およそ東西方向に走行する。

幅は約60cm、東から西に深くなっており、断面は逆台形状をしている。土坑の性格は不明なものが多いが、

1トレンチ西側で確認した土坑は、その形からイモなどを貯蔵する室だと考えられる。

なお各トレンチの土層断面には、ローム層に被さる黒色土を掘り込む柱穴のようなものが規則的になら

んでいた。掘立柱建物の柱かと思われたが、精査したところ、肥料用の石灰が混ざっていたことから近年

の畑の耕作によるものと判断した。出土した遺物は、近世の陶磁器片がほとんどである。

(3) 出土した遺物

溝からは、丹波産のすり鉢(近世)が出土した。 1トレンチの土坑から須恵器が出土した。

(4) まとめ

溝は、出土した遺物から近世に開削されたと考えられるがその性格は不明である。また室は、地権者の

話によると近代に掘られたものだった。その他、ピットから須恵器が出土したため付近に古代の遺構が存

在する可能性がある。
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第23図 当郷本郷遺跡 (平22地点) 卜レンチ配置図 (1: 200)・土層図 (1: 20) 

¥ ご戸/
碗、瀬戸・ 美濃、近世

須恵器、費、 古代

すり鉢、丹波、近世
須恵器、費、 古代

1 : 3 10cm 

第24図 当郷本郷遺跡(平22地点)出土遺物実測図 (1: 3) 



新宿二丁目遺跡(平22A地点)

新宿二丁目遺跡(平22A地点)調査地

1-3 新宿二丁目遺跡(平22A地点)

1 T (西より)

1-4 新宿二丁目遺跡(平22A地点)

2 T (西より)

(写真図版 1) 

、、

1-2 

1-5 新宿二丁目遺跡(平22A地点)土層断面(南より)

1-6 新宿二丁目遺跡(平22A地点) 1 T 柱穴

1-7 新宿二丁目遺跡(平22A地点)出土遺物



新宿二丁目遺跡(平228地点)

2-1 新宿二丁目遺跡(平22B地点)調査地

2-3 新宿二丁目遺跡(平22B地点)

1 T (西より)

妙円寺2遺跡(平22地点)

3-1 妙円寺2遺跡(平22地点)調査地

(写真図版 2) 

お対刊さ、

2-2 新宿二丁目遺跡(平22B地点)土層断面(南より)

2-4 新宿二丁目遺跡(平22B地点)出土遺物

3-2 妙円寺2遺跡(平22地点) 1 T (東より)



3-3 妙円寺2遺跡(平22地点)

2 T (西より)

3-6 妙円寺2遺跡(平22地点)

5 T (東より)

3-4 妙円寺2遺跡(平22地点)

3 T (西より)

3-7 妙円寺2遺跡(平22地点)

6 T (東より)

(写真図版 3) 

3-5 妙円寺2遺跡(平22地点)

4 T (東より)

3-8 妙円寺2遺跡(平22地点)

7 T (東より)

~ 

3-9 妙円寺2遺跡(平22地点)土層断面(南より) 3-10 妙円寺2遺跡(平22地点)出土遺物
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当郷本郷遺跡(平22地点)
-ーーーー-

6-1 当郷本郷遺跡(平22地点)調査地

6-3 当郷本郷遺跡(平22地点)

1 T (西より)

(写真図版 6) 

6-2 当郷本郷遺跡(平22地点)土層断面(北より)

6-4 当郷本郷遺跡(平22地点)

2T溝(西より)

6-5 当郷本郷遺跡(平22地点)

2T溝(東より)

九

6-6 当郷本郷遺跡(平22地点) 1 T室(北より) 6-7 当郷本郷遺跡(平22地点)出土遺物
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館林市内遺跡発掘調査報告書

平成22年度各種開発に伴 う埋蔵文化財調査 巻 次

館林市埋蔵文化財発掘調査報告書 シリ ーズ番号 第47集

堀越峰之 編集機関 館林市教育委員会

干374-8501 群馬県館林市城町 1番 1号

2011 (平成23)年 3月31日

102075 

所在地 遺跡番号 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

新宿二丁目 61 361409 1393135 201005 12~20100528 38.35m2 個人住宅

新宿二丁目 61 361411 1393134 20100707~20100710 31.5m2 個人住宅

北寺
成島町字妙円

27 361451 1393119 20 100802~20100813 93m2 宅地造成

栄町 33 361433 1393149 20100909~20101001 194m2 工場

足次町字八方 18 361526 1393210 20101208~20101 2 1 3 93m2 宅地造成

当郷町字本郷 42 361436 1393350 201012 14~20101220 19m2 個人住宅

種 日リ 時 イt 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

散布地 時代不明 柵列 2(中世~近世) かわらけ ・陶磁器片 慎重工事

散布地 時代不明 井戸 1 (近世) 陶磁器片 慎重工事

散布地 平安 溝 9・井戸 1(近世) 陶磁器片 慎重工事

城館跡 近世 建堀物跡基1礎(近1世(近)代) かわらけ ・陶磁器片 工事立会

集落跡 古墳~平安 なし 陶磁器片 慎重工事

散布地 平安 溝室 11 ((近近世代)) 陶磁器片 慎重工事
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